	令和元年度第１回知立市障害者地域自立支援協議会　議事録

	会議名
	令和元年度第１回知立市障害者地域自立支援協議会

	日　　時
	令和元年８月７日（水）
１５時００分～１６時３０分
	場所
	知立市役所
第２・３会議室

	出　席　者
（敬称略）
	○委員
橋本　喜己　　社会福祉法人　けやきの会　理事長
永井　淳子　　知立手をつなぐ育成会　会長
柴田　勝正　　知立市身体障害者福祉協議会　会長

近藤　正雄　　ＮＰＯ法人かとれあ福祉ネット　理事
加古　和市　　知立市社会福祉協議会　事務局長
高木　紀子　　医療法人成精会 刈谷病院　精神保健福祉士
平澤　葉子　　知立市民生・児童委員協議会　障がい福祉部会　会長
福島　洋子　　刈谷公共職業安定所　就職促進指導官

神谷　建喜　　刈谷市立刈谷特別支援学校　校長
成瀬　正孝　　特定非営利活動法人　AMI　施設長
吉野　孝　　　株式会社てるテル　代表取締役
杉本　一正　　愛知県刈谷児童相談センター　児童育成課長
加藤　竜也　　知立市 保険健康部 健康増進課長
大南　友幸　　西三河南部西圏域地域アドバイザー　社会福祉法人　ひか
りの家
以上1３名
○事務局
長谷　嘉之　　福祉子ども部長
早川　晋　　　福祉子ども部福祉課長
石川　真理　　福祉子ども部福祉課長補佐
山本　巧　　　福祉子ども部　福祉課　障がい福祉係　主事

	欠席者

（敬称略）
	橋本　靖　　　愛知県衣浦東部保健所　健康支援課　こころの健康推進グ
ループ　課長補佐
榊原　敏広　　愛知県立安城特別支援学校　小学部主事
中嶋　宇月　　知立市聴覚障害者協会　会長
竹下　直子　　知立市 教育委員会 学校教育課　指導主事
以上４名

	１．開会　会長、副会長選任　会長　橋本　喜己、副会長　永井　淳子
２．議題
（１）第5期知立市障がい福祉計画の進捗状況について
※事務局より説明「平成30年度障がい福祉サービス等利用実績（資料1号）」
（会長）
事務局の説明は終わりましたが、質問、ご意見があればお願いします。
（平澤委員）
知立市の３障がい別の障がい者数、障がい児数を教えてほしい。
（事務局：福祉子ども部長）
平成30年度は、身体障がい者は1級から6級まであわせて1,729人、療育手帳所持者はAからCまであわせて444人、精神障がい者は1級から3級まであわせて516人、そのうち福祉サービス利用者は身体障がい者が108人、知的障がい者が163人、精神障がい者が129人、障がい児が166人となっている。
（高木委員）
日中一時支援事業については市内4か所ということだが、4か所の名称を教えてほしい。
（事務局：福祉課）
「みどり」が今年度限りとなり、来年度からは「あすテル」、「Ami支援ネットワークほっこり」、「わかばの杜」の3か所となる。
（高木委員）
放課後デイサービスを含めてか。
（事務局：福祉課）
「みどり」は放課後デイサービス。日中一時も登録していたので施設数には入っているが、事業は実施していなかった。
（高木委員）
私の知っている情報と施設数が一致しなかったのでお尋ねした。「わかばの杜」の住所は知立市になるのか。
（事務局：福祉課）
知立市になる。
（２）自立支援協議会各部会の状況報告について
※事務局より説明「平成30年度部会の活動実績・予定（資料2号）」
（近藤委員）
こころの健康ネットワーク会議についてですが、こころほっとカフェの参加者が少ない状況である。広報活動などに問題があると思うし、何かいい方法はないかと思うが、今後についての考えを聞かせていただきたい。
（事務局：福祉課）
昨年度は寒い時期の開催だったということもあるので、今年度は会議の時期を早め9月2日に開催し、気候のいい時期にカフェが実施できるようにする。広報活動は、市としては広報誌や関係事業所さんにチラシを置いていただく方法を考えているが、そのあたりも皆さんと一緒に検討したい。
（近藤委員）
今、精神障がいの家族会をやっているが、参加は17名しかない。ほとんどの方は家にこもっている状態である。そういった方にどうやって情報を届けるかを考えないと、結局うちわだけで終わってしまう。地域包括ケアシステムを構築し、障がいを持っていない方と障がい者が一緒に暮らしていくということだが、問題点は多いと感じる。家族会も高齢化が進んでいるので、今後を見据えて、講演会等でグループホームの話をしてもなかなかピンときていない、賛同も得られないのが実情。実際に私たちの講演会を聞いてもらっても講演を聞いただけで終わってしまうことが多い。
（柴田委員）
今のご意見について、参加してほしい対象はどのような方か。障がいを持った人か障がいを持っていない人か、それとも障がい者の家族の方なのか、どういった方を望んでいるのか。
（近藤委員）
本来は家族を含めて当事者の方に参加してもらいたい。情報が入っているけど参加しないのか、情報自体が入っていないのか、そのあたりは私たちにはわかっていない。障がい者も行政に頼ってばかりでなくて、自分でできることは自分でやらなくてはいけないと思うので、積極的に参加してほしい。
（柴田委員）
実際の参加者は障がいを持っていない人と職員である。障がいを持った人が参加できると良いが、部会としてどういったことができるか検討してみてはどうか。
（近藤委員）
個人ではなかなか難しい場合もあるし、行政ではある程度の情報もあるでしょうから、そのあたりの支援があればと思う。いずれ親は亡くなっていくので、地域で色々なつながりを作っていくことが大事だと思う。地域包括ケアシステムがあっても、個人が意思表示できなければ支援してもらえない。今は親がいるから何とかなっているところはあると思う。今の状態だと親が亡くなった後が懸念される。親や家族も、地域とのつながりを持ってほしいと思う。
（橋本会長）
対象者を増やし、より多くの方に参加いただく方法については継続して協議し、地道に活動をしていく中で1人2人と増えていけばと思う。取り組んだことへの成果を知らせながら呼びかけていくことが大事である。今は個人情報等の関係で行政サイドでもアプローチがなかなか難しいが、保健センター等と協力しながらやっていってはどうかと思う。
（事務局：福祉課長）
8050問題等、色々な問題やアウトリーチの問題もある。行政としてもそのあたりは把握できていない。後ほど説明するアンケート調査の中で、これからの生活についての考えを問う質問を設定している。そこで精神障がいを持った方がどう考えているのかについてある程度把握できると思う。それを踏まえながら今後について検討していきたい。アンケートはご本人に書いていただきたい。調査のご協力についても周知をお願いしたい。

（３）第4期障がい者計画策定のためのアンケート調査（案）について
※事務局より説明「第4期障がい者計画等策定のためのアンケート調査（案）及びスケジュールについて」
【概要】
・事業所アンケート（市内事業所　1,300社）
・障がい者等のアンケート2,000名（障がい児、身体障害者、知的障がい者、精神障がい者）
・アンケートは当事者の意思を反映させることを重視する
・事業所、家族会、関係団体とのヒアリングも実施する
（加古委員）
回答について「○は2つまで」「○は4つまで」と数の制限があるが、何か意図があるのか。また、ふりがながあるのはいいことだと思うが、抜けている箇所がある。
それから、障がい児のアンケートP5について、正職員とあるが、これは正社員という理解でよろしいか。
（事務局：福祉課長）
回答数の制限については国の調査にあわせて設定をしている。ふりがなについては確認し、正職員を正社員に修正する。
（高木委員）
今回のアンケートの案を作成したのは知立市の福祉課か。
（事務局：福祉子ども部長）
アンケート案を作成するにあたっては、知立市人にやさしい街づくり推進協議会の会長の蔭山先生から４種類にわけてほしいという要望がありました。それに従って、近隣の高浜市のアンケートを参考に作成した。事業所アンケートについては知立市独自で作成した。
（高木委員）
特に精神障がい者、知的がい者は本人が回答するのが難しい場合がある。以前病院でも同様のアンケートを実施したことがある。ご本人に将来のことを聞いても想像できない場合も多く、ご本人の考えと親の考えが異なっている場合もある。こうした部分のデータを得ることができれば、興味深いものになるのではないか。ご本人が書けない場合は、代理の方が書くとなっていて、結果が本人の回答と代理の方の回答が入り混じったものになるのではないか。
もう1点は、障がいの等級によって回答率に差が出るはずだと思うので、手帳の等級別の回答率が知りたい。重度の人や本当に支援を必要とする人の声が反映されているのかどうか判断することができる。
（事務局：福祉課長）
アンケート調査については無作為と説明したが、今のご意見をいただき、手帳の等級ごとに対象者を抽出した方がいいかなと思うので検討したい。
（柴田委員）
無作為で2,000人程度抽出ということは知立市の障がい者の7割程度に配布ということになると思うが、障がい者の立場からするとアンケートのボリュームが多いと感じる。この半分くらいにしないと回答率が下がると思う。
（永井副会長）
よく言われることだが、アンケートに回答しない、できない人の意見が大事。そういった声を反映するのには、どうしたらいいのかといつも悩むが、その視点が重要だと今日改めて思った。
事業所調査のＰ2問7で、雇っている障がい者の種別を聞いているが、療育手帳に関する種別がない。また、障がい児調査のＰ5問25について、自分が利用している事業以外は内容がわからないことが多いので、設問の前に説明を入れるか、どこに説明があるかの注釈を入れてほしい。
（事務局：福祉課）
最初の事業所調査の問7についての知的障がいの種別については、知的障がい者調査の問13で示しているようなかたちで追加したい。
（永井副会長）
事業所の方が、障がいの種別を理解できるように注釈をつけてほしい。
（事務局：福祉課）
それについても検討する。
（事務局：福祉子ども部長）
障がい児調査については蔭山先生から要望がありまして、通級指導教室の生徒にも何とかアンケートを答えてもらえるようしてほしいということである。また、アンケートについては、できるだけ本人の意思を反映させたいということで、様々な事業所に出向いて説明をしたいと考えている。個別に出向いてお願いをする方向でやっていきたい。また、その際に事業所からも様々な意見を聞けるようにしたいので、ご協力をお願いしたい。
（事務局：福祉課長）
今、ご意見いただいたところは修正をしまして、9月2日の人にやさしい街づくり推進協議会にて協議したい。
（事務局：福祉課）
次回はアンケートの報告書ができあがった3月に開催したい。9月2日の人にやさしい街づくり推進協議会でのアンケート案に対する意見で内容が大きく変わる場合は、秋ごろに開催する場合がある、その際は早めに通知する。
（会長）
以上を持ちまして、第１回知立市障害者地域自立支援協議会を終了します。ご協力ありがとうございました。


